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文責 校長 谷川龍三

今年は雪がちらつくことが多く、昨年に比べ寒いのではないかと思います。教育委員会からの情報によ

ると、インフルエンザに罹患している八戸市内の児童生徒が増え始めています。桔梗野小学校の子ども達

も油断することなく、体調管理に努めてほしいと思います。

後期後半は転校生２名を迎え、２６６人でスタートしました。冬休み中、事故や病気等の報告、生徒指

導上の問題行動もなく、本当にうれしく思います。

さて、１月に入ってから３回、全校での集会活動を行いました。１月１６日が冬休み明け集会、１８日

が音楽集会、２５日が全校朝会でした。４月から子ども達の様子を見ていますが、明らかに態度面が成長

しています。どんなところが変わったのかピックアップしてみました。

子どもの成長を見た時、いつも思い出す言葉があります。「たゆまざる 歩みおそろし かたつむり」彫

刻家 北村西望氏の言葉です。「どんな小さな歩みであっても、一つのことを信じ、長く長く続けることで、

きっと成果が表れる。」という意味が含まれていると思います。子どもの成長も同じです。すぐに成果が表

れなくても、子供の成長を信じで繰り返し指導することで、大きな変容として現れるはずです。

３月の卒業式、修了式まで、子ども一人一人の成長を信じ、教職員力を合わせて指導、支援していきま

す。どうぞよろしくお願いします。

確実に成長しています！

○おしゃべりをしないで体育館に入ってくる。廊下でのおしゃべりもほとんどない。

○体育館に入ってから整列するまで素早くなっている。

○早く入った学年は、静かに他の学年が入ってくるのを待つことができ

る。

○全校そろっても、どの学年も勝手なおしゃべり、勝手な動きをするこ

とがほとんどない。

○生徒指導主任の小堀先生のお話を集中して聞くことができる。

○校長先生の話が１０分をこえても、最後までしっかりと聞くことがで

きる。

○面白い時は大きな声で笑い、驚いた時は感嘆の声を上げるなど場に応

じた反応をして聞いている。

○返事をする場面では、はっきりした声で返事ができるようになってい

る。

○立つ、座るときにおしゃべりをしなくなっている。

○体育館から退場する時に、以前よりも行進することを意識するように

なっている。

▲全校合唱の時も、集会で校歌を歌う時も声量が低い。

▲退場の行進は、列をそろえる、腕を振るなどがもっとできそう。



学校行事

２／１日（水）教育相談週間（～ 1/17） ３／１日(水)午前学習（給食あり）１３：４０下校

ＰＴＡ巡回 ＰＴＡ巡回

２日（木）委員会活動 ２日(木)６年生を送る会

６日（月）学納金口座振替日 委員会活動(引継)

７日（火）入学説明会（２９年度新入生対象） ３日(金)清掃班長会議

１年生４時間授業 ６日(月)清掃・ワックス週間

ベルマーク委員会 ７日(火)午前学習(給食あり)１３：４０下校

８日（水）国語テスト ９日(木)パワー励み学習

９日（木）パワー励み学習 １４日(火)卒業式予行

１５日（水）ＰＴＡ巡回 １５日(水)ＰＴＡ巡回

１６日（木）パワー励み学習 １６日(木)午前学習(給食あり)

スケート大会（弁当持参） ※１～４・６年生１３：４０下校

１７日（金）えんぶり鑑賞会１４：３０～ ※５年生１５:３０下校(卒業式準備）
※１．２年生の下校時刻１５：２０ １７日(金)卒業証書授与式(給食なし)

２２日（水）算数テスト １２：３０下校

２３日（木）委員会活動 ２２日(水)市川中学校一日入学・６年生

第３回地域学校連携推進協議会 ２３日(木)５時間授業

２４日（金）参観日、食育授業１年 ２４日(金)修了式・離任式(給食なし)

スクールカウンセラー来校日 ベルマーク委員会給食用具片付け

安全情報配信システム登録開始（～ 3/3）
２８日（火）郷土料理学習会(せんべい汁)５年生

１ 防災ずきんについて
２９年度から防災ずきんは「持ってきたい人だけ教室に置く」という約束にします。

これまで、防災意識の向上、非常時の身の安全という観点から防災ずきんを全校児童が用意することに

していました。しかし、非常時の利用場面が限定的であること、教室内の保管が難しいことなどといった

理由から、上記のようにしました。

３月に全校児童が持ち帰ります。もし、今後も学校に防災ずきんを置いておきたい場合は、防災ずきん

を持たせてもかまいません。

２ 表彰について
２９年度から全校朝会での表彰は、次の２つの場合に限らせていただきます。①桔梗野小学校の教育活

動が直接関係しているもの、②主催あるいは後援に市教育委員会、県教育委員会、文部科学省の名前がつ

いているもの。

多くの児童に表彰の機会を与えるという趣旨で行ってきた全校朝会での表彰でしたが、

表彰対象者が増加し、時間の確保が難しくなったため上記のようにしました。ご理解の

ほど、よろしくお願いいたします。

来年度から変わります


